
TPPは
不平等
条約

全ての物品が関税撤廃交渉の対象に。食料自給率は13％に低下し、主食である米は9割が輸入
物に。また、遺伝子組み換え作物の輸入拡大や、残留農薬規制の緩和、牛肉へのＢＳＥ規制が見
直され、食に対する不安が増大します。また、混合診療で国民皆保険が崩壊、規制緩和で薬価が値
上がりするなど、医療福祉への影響も。国内法よりもＴＰＰ協定が上位に位置づけられ、グローバル
企業の利益を優先するために、日本の国家主権が奪われ、独自制度を守れなくなる恐れがあるなど、
国民生活全般に影響します。

JA東京グループ

参加で懸 念される問 題

ＴＰＰ反 対 は国民の声

1167万人が
反対署名

国会議員の
半数が慎重

地方議会の
大半が反対
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小
金
井
市
の
J
A
東
京
む
さ
し
小
金

井
経
済
セ
ン
タ
ー
は
、J
R
武
蔵
小
金
井

駅
か
ら
歩
い
て
5
分
ほ
ど
の
住
宅
街
に
あ

り
ま
す
。隣
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ

り
競
争
の
激
し
い
場
所
で
す
が
、地
元
産

の
新
鮮
で
品
質
の
良
い
農
産
物
が
消
費
者

か
ら
支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

登
録
し
て
い
る
生
産
者
は
60
人
。ハ
ク
サ

イ
、ダ
イ
コ
ン
、キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
旬
の
農
産
物

の
ほ
か
、花
や
植
木
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、亀
戸
ダ
イ
コ
ン
、馬
込
三
寸
ニ

ン
ジ
ン
な
ど
、ほ
か
で
は
手
に
入
り
に
く
い

「
江
戸
東
京
野
菜
」が
並
ぶ
こ
と
が
あ
り

ま
す
。江
戸
東
京
野
菜
は
同
市
が
ま
ち
お

こ
し
の一
環
で
推
進
に
力
を
入
れ
て
い
る
も

の
で
す
。た
だ
、作
る
の
が
難
し
く
ま
だ
生

産
者
も
少
な
い
た
め
、ほ
と
ん
ど
が
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
業
務
用
の
予
約
販
売
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

店
長
を
務
め
る
同
Ｊ
Ａ
小
金
井
支
店

指
導
経
済
課
の
鴨
下
道
永
課
長
は「
リ
ピ

ー
タ
ー
の
方
々
を
大
事
す
る
と
同
時
に
、も

っ
と
多
く
の
お
客
さ
ん
に
来
て
も
ら
い
、地

元
農
産
物
の
お
い
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
で

す
」と
話
し
ま
す
。

　１２～５月まで売り場を華やかに彩ります。一粒一粒がとても大きく、一口で食べ
きれないほどです。甘くておいしいと人気が高く、贈答用に購入する人も。「早めに
来ないと売り切れてしまいます」とのこと。値段は1パック400～500円

ＪＡ 東 京 むさしT O K Y O - M U S A S H I

　

Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
武
蔵
小
金
井
駅

近
く
に
広
大
な
農
園
が
広
が
り
ま

す
。ま
る
で
住
宅
街
に
浮
か
ぶ
緑
の

オ
ア
シ
ス
の
よ
う
で
す
。

　

こ
の
農
園
は
同
駅
前
か
ら
徒
歩

3
分
ほ
ど
の
場
所
に
あ
る
大
久
保

園
。３
代
目
と
な
る
大
久
保
勝
盛

さ
ん（
33
）が
、７
０
０
０
平
方
㍍
の

農
園
を
経
営
し
ま
す
。ツ
ゲ
、モ
ミ

ジ
な
ど
家
庭
用
や
庭
園
の
植
木
を

育
て
る
一
方
、ミ
カ
ン
や
ス
モ
モ
、ブ
ル

ー
ベ
リ
ー
、ハ
ー
ブ
な
ど
新
し
い
品
目

に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

大
久
保
さ
ん
は「
地
元
と
の
連
携

と
理
解
を
深
め
な
が
ら
こ
の
農
園

を
守
り
抜
き
た
い
」と
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
と
て
も
大
事
に
し
て
い
ま

す
。以
前
は
農
園
を
壁
の
よ
う
に

木
々
が
囲
ん
で
い
ま
し
た
が
、と
こ

ろ
ど
こ
ろ
木
々
を
少
し
切
り
農
園

の
中
が
見
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

今
で
は
、近
所
の
住
民
が
ふ
と
足
を

止
め
、農
園
の
木
々
を
眺
め
た
り
写

真
を
撮
っ
た
り
す
る
な
ど
、心
休
ま

る
ス
ポ
ッ
ト
に
な
って
い
ま
す
。

JA東京むさし小金井経済センターき て！み て！J A 直 売 所

発行の趣旨

東京の旬をみつけてみませんか JA東京中央会

都市と農村、農と人をつなぐコミュニティー紙
として、JA東京グループが発行しています。 ホームページもぜひご覧ください

P i c k  u p  

日
野
市
／
奥
住
喜
則
さ
ん・利
亜
子
さ
ん

東
光
寺
ダ
イ
コ
ン

東
光
寺
ダ
イ
コ
ン
は
香
り
も
魅
力
。こ
の
時
期
は
、ハ
ウ
ス
内
に
干
し
た
ダ
イ
コ
ン
の
香
り
が
充
満
し
て
い
ま
す

　

日
野
市
で
東
光
寺
ダ
イ
コ
ン
を
作
る
奥

住
喜
則
さ
ん（
４４
）の
ハ
ウ
ス
内
に
は
、ダ
イ

コ
ン
を
干
し
た
白
い
カ
ー
テ
ン
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。東
光
寺
地
区
で
は
、古
く
は
ハ
ウ

ス
で
は
な
く
露
地
で
干
す
風
景
が
当
た
り

前
の
よ
う
に
見
ら
れ
ま
し
た
が
、生
産
農

家
は
わ
ず
か
３
戸
に
減
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。奥
住
さ
ん
は
、伝
統
の
干
し
ダ
イ
コ
ン
の

味
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
、先
祖
代
々
引
き

継
い
で
き
た
種
を
今
後
も
守
り
続
け
る
覚

悟
で
す
。

　
「
ほ
か
の
ダ
イ
コ
ン
と
は
食
感
が
違
う
」

と
、２０
年
以
上
も
買
い
続
け
る
お
客
さ
ん

も
い
ま
す
。こ
の
食
感
は
、東
光
寺
ダ
イ
コ

ン
が
持
つ
繊
維
質
と
水
分
量
に
加
え
、干
し

加
減
に
左
右
さ
れ
ま
す
。絶
妙
な
干
し
加

減
は
、「
長
年
の
経
験
に
基
づ
く
勘
」が
も

の
を
言
い
ま
す
。

　

毎
年
１２
月
に
は
、た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん

が
、奥
住
さ
ん
の
干
し
ダ
イ
コ
ン
の
仕
上
が

り
を
待
っ
て
い
ま
す
。今
で
は
自
宅
で
た
く

あ
ん
を
漬
け
る
人
は
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、自
分
好
み
に
漬
け
た
い
人
の
こ
だ
わ
り

に
応
え
て
き
ま
し
た
。「
自
分
で
漬
け
て
み

た
い
と
い
う
人
が
、少
し
で
も
増
え
て
ほ
し

い
」。そ
ん
な
思
い
を
込
め
て
、仕
上
が
り
に

細
心
の
注
意
を
払
い
ま
す
。

　

東
光
寺
ダ
イ
コ
ン
は
、江
戸
東
京
野
菜
の

一つ
。練
馬
系
の
ダ
イ
コ
ン
の
種
が
東
光
寺
地

区
に
持
ち
込
ま
れ
、奥
住
家
の
よ
う
に
各

農
家
が
選
抜
し
な
が
ら
自
家
採
種
し
、何

代
も
守
り
続
け
て
き
ま
し
た
。奥
住
さ
ん

は
生
産
の
傍
ら
、市
内
の
小
学
校
や
公
民

館
に
出
向
き
、地
域
の
子
ど
も
や
住
民
ら

に
た
く
あ
ん
漬
け
を
指
導
し
、伝
統
を
伝

え
る
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

informationi ＪＡ東京むさし
管内の直売所情報

三鷹市新川6-30-22
0422-48-7482 

三鷹緑化
センター

所在地

電　話

武蔵野市西久保1-18-10
0422-54-7150 

武蔵野
新鮮館

所在地

電　話

国分寺市東戸倉2－2－22
042-324-2115

所在地

電　話

小平市小川町2-1827
042-348-7244

所在地

電　話

江
戸
か
ら
続
く
伝
統
の
食
感

江
戸
か
ら
続
く
伝
統
の
食
感

地
元
産
の
伝
統
・
新
鮮
・
品
質
で
勝
負

東日本大震災により被災された方々に、心よりお見舞い申し上げます。 　ＪＡ東京グループ

JA東京中央会

■新鮮でおいしい野菜は消費者
の信頼をがっちりつかんでいます
■毎日、生産者が届ける旬の野
菜がずらりと並びます■「江戸東
京野菜」の一つ「金町コカブ」

東京都小金井市本町1-13-6
042-385-3281
午前９時～午後４時
日曜日・祝日
あり

所在地

電　話

営業時間

休業日

駐車場

住
宅
地
に
浮
か
ぶ
緑
の
農
園

（
小
金
井
市
）

11

見
つ
け
た
！
農
の
新
名
所

1

2
3

1 2

3

イチゴ

国分寺産直
センター

小平経済
センター

　 〒

小金井市民
交流センター

イトーヨーカドー

小金井前原
三局

JR武蔵小金井

MAP

発行：JA東京中央会　所在地：〒190-0023　東京都立川市柴崎町3-5-25　電話：042-528-1372

はがきに住所、氏名、年齢、電話番号のほか、「とうきょう農紀行」への
ご意見・ご感想を書いて、ご応募ください。
〒190-0023 東京都立川市柴崎町3-5-25 
ＪＡ東京中央会「とうきょう農紀行」こだわりのみそとソースプレゼント係
3月31日（土）必着。当選者の発表は、同会ＨＰ（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｋｙｏ
-ｊａ．ｏｒ．ｊｐ/）上で次号発行日以降に掲載します。

※ご応募いただいた皆さまの個人情報は、プレゼント品の発送、個人を特定しない統計的情報として、利用させていただきます。

応募先

ＪＡ東京みなみから、みそ「原峰のかおり」（2袋）と「中央線ソース」（１本200
ｍｌ）をセットにして10名様にプレゼントします。みそは多摩市産の原料にこだ
わり、ソースは日野市産の多摩川梨を一部に使用しています。

こだわりのみそとソースを10名様にプレゼント東光寺ダイコンのたくあん漬け産地のおすすめレシピ

http://www.tokyo-ja.or.jp/

1
2012年

No.24
月

作り方

❶米ぬかに塩を混ぜます

❷たるの底に隙間を作らないように、ダイコンを
敷き詰めます

❸敷き詰めたダイコンの上に、満遍なく塩を混ぜ
た米ぬかをかけ、またダイコンを敷き詰めます

❹石を載せ、風通しの良い場所で、１カ月程度
寝かせて完成

P R E S E N T

至立川 至新宿至新宿

至立川 至新宿至新宿

（日野市産業振興課提供）



江戸東京野菜で東京農業を元気に

じょうずな野菜づくり

（1）畑の準備
①１カ月以上前に、苦土石灰を１㎡に１５０g、全面に散布し
て２０cm以上よく耕します。
②溝を掘るところは、通路のところか土を踏み固めて溝が崩
れないようにします。
③図のように、幅２０cm×深さ２０cmの植え溝を掘ります。
掘った土は片側に盛ります。

（2）苗の選び方　
○苗には、秋まきの苗と春まきの苗があります。秋まき苗は丈
夫に育ちますが坊主が出やすく、春まき苗は坊主が出にくい
ですが病気に弱い傾向があります。

○苗は葉色が良く、茎が小指の太さの苗を選びましょう。

（３）植え付け
○土盛りした側に寄せて３～５cmの間隔で立てかけて、根元
に３～５cmの土をかけて足で踏みます。

○ネギの根は横に伸びるので、その上にわらや乾燥したトウモ
ロコシの茎、野菜の茎などを敷き、乾燥防止と通気性を良く
します。

（４）追肥・土寄せ
○根付いてから溝に少量追肥し、少し土寄せし、以後２週間ご
とに少し追肥し、土寄せします。
○堆肥は、追肥のたびに十分施します。

（５）収穫
○ネギは、いつでも収穫して利用できますが、太くなったものか
ら間引きながら利用しましょう。
○３月を過ぎるとネギ坊主が出て、硬くなってしまいますので、そ
の前に収穫しましょう。

　　　　　　ネギの原産地は、中国西部地域。日本へ
は９００年以前に渡来した野菜です。もともと冬の野菜で、
寒さに当たると風味を増します。体を温め疲労を回復す
る薬用植物と言われ、根深ネギと葉ネギがあります。

栽培のコツ

○種から育てるのは時間がかかるので、４～６月ごろに苗を購
入しましょう
○水はけと日当たりの良い畑を選びましょう
○乾燥には強いが、湿害には弱いので注意しましょう
○土寄せは急がずに、時間をかけてしましょう

○アブラムシ、ネギアザミウマがつくので、見つけたらすぐに防
除しましょう
○アザミウマがつくと、葉に小さな白い斑点がつきます

育 て 方

害 虫

月
旬

4
上中下

作  型

作  業

5
上中下

6
上中下

7
上中下

8
上中下

9
上中下

10
上中下

11
上中下

3
上中下
12

上中下

畑

畑

畑の準備 収穫 （根深ネギは苗を購入）

栽培こよみ

種まき

ユリ科

ネギ類
L e e k  e t c

出典：「だれにでもできる じょうずな野菜づくり」（ＪＡ東京中央会）

　

Ｊ
Ａ
東
京
中
央
会
は
平
成
23

年
７
月
、「
江
戸
東
京
野
菜
」で
一

般
商
標
を
取
得
し
ま
し
た
。Ｊ
Ａ

東
京
中
央
会
な
ど
で
つ
く
る
江
戸

東
京
野
菜
推
進
委
員
会
が
、江
戸

東
京
野
菜
の
復
活・ブ
ラ
ン
ド
化
を

進
め
る一
環
で
す
。

　

現
在
、江
戸
東
京
野
菜
に
認
め

ら
れ
て
い
る
品
目
は
22
品
。選
定

さ
れ
て
い
な
い
品
目
も
、今
後
、品

種
特
性
や
来
歴
な
ど
に
つ
い
て
さ

ら
に
調
査
し
、選
定
品
目
を
拡
大

す
る
考
え
で
す
。ま
た
、地
域
ブ
ラ

ン
ド
を
登
録
す
る
、地
域
団
体
商

標
の
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

　

都
内
各
地
で
、江
戸
東
京
野
菜

を
復
活
さ
せ
よ
う
と
い
う
取
り
組

み
が
進
ん
で
い
ま
す
。種
子
や
苗

を
生
産
し
た
り
生
産
者
を
募
っ
た

り
と
、生
産
拡
大
へ
の
地
盤
固
め
を

す
る
な
ど
、各
産
地
が
復
活
に
動

い
て
い
ま
す
。

　

練
馬
区
に
本
店
を
置
く
Ｊ
Ａ
東

京
あ
お
ば
は
、今
年
度
か
ら
、江
戸

東
京
野
菜
６
品
種
の
種
子
生
産
や

苗
作
り
を
始
め
ま
し
た
。板
橋
区

で
栽
培
し
て
い
た「
清
水
ダ
イ
コ

ン
」や「
雑
司
ヶ
谷
ナ
ス
」な
ど
で

す
。小・中
学
校
と
協
力
し
て
栽
培

体
験
を
支
援
し
た
り
生
産
者
を

募
っ
た
り
し
て
、復
活
を
進
め
る
考

え
で
す
。

　

都
立
園
芸
高
校（
世
田
谷
区
）

で
も
、生
徒
有
志
が
江
戸
東
京
野

菜
の
復
活
と
普
及
に
向
け
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
さ
せ
ま
し
た
。

「
大
蔵
ダ
イ
コ
ン
」「
寺
島
ナ
ス
」な

ど
を
校
内
で
栽
培
。苗
を
生
産
し

た
り
、個
体
ご
と
に
特
性
に
ば
ら
つ

き
が
あ
る
品
目
に
つ
い
て
は
特
性

が
は
っ
き
り
し
た
も
の
を
選
抜
し

て
品
種
の
固
定
化
を
進
め
た
り
す

る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

小
金
井
市
は
、行
政
や
生
産
者
、

Ｊ
Ａ
東
京
む
さ
し
が
協
力
し
て
復

活
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。収
穫

な
ど
の
栽
培
体
験
の
ほ
か
、江
戸

東
京
野
菜
を
実
際
に
食
べ
る
こ
と

が
で
き
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生
産
現
場
で
栽
培
を
復
活
さ
せ

る
だ
け
で
な
く
、市
民
が
収
穫
体

験
を
し
た
り
料
理
を
し
た
り
味
わ

っ
た
り
で
き
る
企
画
も
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場
。さ

ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら
復
活
に
向
け

た
活
動
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま

す
。

「
江
戸
東
京
野
菜
」

植付け

　
「
江
戸
東
京
野
菜
」と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。江
戸
時
代
か
ら
江
戸

（
東
京
）や
そ
の
近
郊
で
栽
培
さ
れ
て
き
た
伝
統
野
菜
の
こ
と
で
、栽
培
を
復
活
さ
せ
て
ブ
ラ

ン
ド
化
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
進
み
つつ
あ
り
ま
す
。東
京
に
も
こ
ん
な
に
優
れ
た
野

菜
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、東
京
農
業
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
た
い
│
│
。生
産
者
ら

関
係
者
の
そ
ん
な
願
い
が
詰
ま
って
い
ま
す
。

尾張ダイコンと練馬の地ダイコンとの交配か
ら選抜・改良された。享保年間（1716～1736
年）には定着していた。白首系。重さは1～
2kg前後で、長さは70～100cm。

練馬ダイコン
江戸時代に豊多摩郡（現・杉並区辺り）の
「源内」という農民が作った「源内つまり大
根」が原種。色は純白。青首大根に比べ水
分が少なく煮崩れしにくい。

伝統大蔵ダイコン

「江戸東京野菜」の　　 品目 復
活
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葉ネギ

根深ネギ

随時種まきできます

22 商
標
取
得
で

ブ
ラ
ン
ド
化

復
活
へ
の
動
き
が

都
内
各
地
で

練馬系ダイコンから東光寺（現・日野市東光
寺地域）の生産者が独自に自家採種し、品
質・形状が良く、病気に強い系統を選抜して
成り立ったと思われる。

東光寺ダイコン
大田区西馬込の篤農家の品種改良により
生まれた、太くて短いニンジン。長さは長くて
も13cm程度だが、太さは7～9cmになる。生
で食べても柔らかく、甘みが強い。

馬込三寸ニンジン
文久年間（1860～1864年）ごろに亀戸香取
神社周辺で栽培され始めた。茎が白く、葉が
大きく柔らかい。根は30cm程度で200g足ら
ず。日本一小さいダイコン。

亀戸ダイコン
大正10年ごろ、「みの早生」と思われるダイコ
ンと「練馬尻細」の自然交配でできた後代を
選抜してできたとされる。葉が大きく、根がや
や長い。やや硬いが、甘みがある。

高倉ダイコン

江戸から東京にかけて、現在の北区滝野川
付近で栽培されていたことから「滝野川カ
ブ」とも呼ばれる。根は円筒形で長さ20～24
ｃｍ、太さ4～5ｃｍ。

東京長カブ（品川カブ・滝野川カブ）
来歴は２説あり、「下千葉中手」という品種を
早取りできるように改良したという説と、フラン
ス産のカブを栽培・採種しているうちに自然
交配してできたという説がある。

金町コカブ
現在の大田区東馬込・西馬込で改良・育成
された。茎に近い方が淡緑色で、それ以外
の6～7割は白色。「大井胡瓜」を改良し、キ
ュウリとウリを掛け合わせて改良した。

馬込半白キュウリ
東京原産で江戸ナスとも呼ばれる。早生種
で茎が細く、たくさんの枝を出して大量のナ
スを実らせたことから、この名がついた。果実
は小さく、長卵円形で7～12ｃｍ。

蔓細千成ナス（寺島ナス）

足立区の地場産業として、高い生産技術と
伝統を誇る。戦前から栽培が始まり、男手が
ないときに母が女手ひとつでできるものとして
始めたのがきっかけ。

足立のつまもの
江戸時代、葛飾区の中川流域から水元にか
けて栽培された。果肉の色はメロンのよう。ほ
のかに甘い香りがする。みずみずしく、水菓
子と呼ばれた。

本田ウリ
昭和40年代に江戸川区、葛飾区、足立区で
栽培。葉全体が柔らかく、火を通しても歯触
りが良い。中華料理に使われた。

シントリ菜（ちりめん白菜）
奥多摩地域では、文化文政（1804～1829
年）ごろには盛んに栽培されていた。現在も
渓流沿いにワサビ田が点在し、都内で収穫
されるワサビのほとんどが奥多摩町産。

奥多摩ワサビ

世田谷区北烏山の下山義雄氏（故人）が育
成した。結球は砲弾形状。1個重量は、3.6～
4kgにおよびやや大型。内部はよく軟白し、品
質は柔軟で風味も良い。

下山千歳白菜
甘みがあり、くせがない。しゃきしゃきとした食
感で生でも食べられる。天保の大凶作の際
に、五日市（現・あきる野市）周辺の村々に種
が配布された記録が残っている。

ノラボウ菜
幕末に吉祥寺で栽培が始まり、北多摩一円
は品質・生産量ともに日本一の産地となった。
畑で太らせた根株を穴蔵に植えて、白い茎
を成長させる。

東京ウド
8代将軍・徳川吉宗が小松川村（現・江戸川
区）を訪ねた際に食べた、すまし汁に入って
いた青菜。とう立ちが遅い晩抽系。甘く、柔ら
かい。

後関晩成コマツナ

元禄期（1688～1704年）に滝野川村（現・北
区滝野川）で改良・採種された。現在、国内
で栽培されるゴボウの9割以上は、この品種
の血を受け継いでいる。

滝野川ゴボウ
江東区東砂で作られていた、ネギの白い部
分を使う根深ネギ。千住ネギのルーツともい
われる。

砂村一本ネギ
マクワウリは大きく分けて２種類あり、「本田ウ
リ」に代表される、緑色の果皮に縞（しま）の
あるものを「銀まくわ」と呼び、黄色いマクワウ
リを「金まくわ」と呼んでいる。

黄金のマクワウリ
徳川家康が1590年に江戸に入府し、家康が
連れてきた三河の百姓を入植させたのが三
河島（現・荒川区尾久周辺）とされる。そこで
栽培されたのが、三河島菜。

青茎三河島菜（仙台芭蕉菜）

（穂ジソ、ツル菜、木の芽、
  鮎タデ、あさつき、メカブ等）

　推進委員会の中心を担うのが、ＪＡ東京中央会
です。「商標登録の狙いは、単に江戸東京野菜を
復活させるためではない。東京でもこんなに優れた
野菜があることを知ってもらい、東京農業を盛り上
げるきっかけとしたい」と話します。ロゴマークもつく
り、PRに力をいれています。


